



Sterilizing Effect of Grated Radish
Hideo ESAKI and Hiromichi Onozaki
In the previous paper,  it was shown that  f斑心－4－methylthio －3－buteeyl  isothiocyanate (TMBI),  the mainpungent priEciple in grated
radish roots, had strong antimicrobial activities against Escherichia coli， St呻>hylo-coccus
 aureus, Saccharomyces cerevisiae and  Aspergi出us or
The present study was carried out to pursue the potentiality of the sterilizing effect of isothiocyaeate,
when grated radish was mixed with other foods such as fish. shellfish,  chicken, etc。
Experiments with the following model were undertaken in practice. Each raw oyster was contaminated
with the suspension of  Esche 飢chia coli. At first, the contaminated oyster was treated with allyl isothiocyan-ate
 (AI)with different concentration. A highly concentrated solution of AI exhibited the strong sterilizingeffect against the contaminated oyster.
  Furthermore,   fresh　radish juice was prepared with   "MiyashigeDaikon" and kept at room temperature.
Radish juice at regular intervals was used to determine the steriliz-
ing effect. Fresh radish juice (TMBl cone. 0.22mM)showed 36%  of sterilizing rate against the contaminatedoyster.





























































Scheme l　Formation of pungent principle in radish roots
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犬根おろしの殺菌効果について
2. 実 験 方 法
∩ 洪試菌
イソチオシアナートの殺菌力測定の供試繭としては，前轍坤にて使用した菌株の一つ







リン酸2 水素カリウム（KH2PO4 ）34  gを50［‰l の蒸留水に溶解し，これに ］.Nの水酸化ナ
ト リウム溶液175ml を加え，全量をII とした（pH7.2 ）。このリン酸緩衝原液は冷蔵庫に
て保存し，使用時にこの原液1ml を蒸留水800m 川こて希釈し，高圧殺菌（I2r払15mm ）
して用いた。
帽 洪試胎懸濁液の調製









ずったたいて余分の懸濁液をとり除 削 殺菌済100ml 容ビーカーに移し2  opにて放置しか。
他方，アリルイソチオシアナート （AI）試料溶液は次のように調製しか。先ず，市販
のAI （東京化成）OよImlを殺菌済の0.02 ％Tween 80 溶液200m 昌こ攬絆しながら滴下しか。
次にこのAI 溶液をN ○ユ（yLろ紙 （Toyo Roshi Co 。,LTD）にてろ過することにより殺菌力測
定のための試料溶液を調製しか。このAI 試料溶液の2（ml  Iよ,先に準備しか汚染ガキ(10（ml
容ビーカー中） に加え，時々攬絆しながら室温に2 時開放置しか。また,   AI試料溶液の
一部は［司時にAI 含量の測定に使用した。残りのAI 試料溶液は，マグネチ ックスターラー
にて攬絆を続け，一定時澗毎に同様の実験を行った。2 時間後,   100ml 容ビーカー中の汚
染が牛およびAI 溶液を殺菌済のホモジナイザー用のカップに移し，ビーカーもbOml の殺
菌リン酸緩衝希釈液にて洗浄し，その洗液もカップに合わせた。ホモジナイザーにて十分
に均質化しか15）後，このホモジネート1  ml を殺菌シャーレに移し，ここに加温溶解しか
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デスオキシコーレイト培地9 mlを加え十分に混合した。冷却凝目しか平板プレートは，
倒置して37℃で18時間培養しか後，生成したコリニー数をカウントした。また,   AI試料






液2（ml の代 わりに殺菌リン酸緩衝希釈液20ml を汚染 が斗に加えた。
7 ）イソチオシアナート量の測定
AI および大根搾汁液の殺菌力を測定する場合には，『司時に 試料溶液中のAI 量および
大根辛味（TMBI ）量を改良グロート試薬による比色定量渋川にて測定した。すなわち，
試料溶液1（‰昌こエ タノール：28 ％アンモニア水（1 ： 仁v ／v）混液20ml を加え，密
封して30℃で一夜放置することによってチオウレア化 を行った。反応液は減圧乾囚しか後，







先ず,  Eパ'oliで汚染された汚染 が毎に及ぼすAI の殺菌効果について検討した。新鮮かAI
溶液（放置時問O 分）にて汚染が斗を処理し，供試前の生存率と開時にその際に使用
しかAI 溶液中のAI 含量を測定 しか。 Ai溶液はマグネチックスターラーにて攬絆しなが
ら室温に放置し,   AI 溶液調製後，30 分,   60分および90分後に処理しか時の供試前の生存
率およびAi 含量を測定した。一定時同毎のAI 含量（AI モル濃度）の変化 をFig 八Lの（A ）
に 生存率の変化 をFig丿L の（B ）に示しか。なお，この場合の生存率は，汚染ガキにAI
溶液の代わりにTween 80 溶液を力［|えた対照覚験より得られたE.
 collのコロニー数を100
％として表わした場合の比率である。すなわち，生存率が低い数値を示すほど,   AI 溶
液が強い殺菌力（静菌力）を有していることになる。
FigバLから明らかなように 新鮮なAI 溶液においては，五ン ぷ の生存率が22 ％であっ
たので，逆にその殺菌率は78 ％となる。この場合のAI 濃度は5.6mM であった。接伴を続
けたAI 溶液の30分後のAI 濃度は4レImM で，その殺菌率は55 ％に低下しか。その後丿0 分，90
分と時潤か経過するとともにAI 濃度はさらに減少し，その殺菌率も低下していった。90































































Fig. 1. Sterilizing effect of allyl isothiocyanate on contaminated oyster with E.  coli(A):ContenLof allyl
 isothiocyanate at regular intervals
(B):  Survival  ratio of  E. coli
the number of coloEies formed from contaminated oyster treated with
the number of colonies formed from contaminated oyster treated without
㎜　■㎜














これらの結果 をFig. 2 の（A ）および（B ）に示しか。（B ）における生存率は，汚染ガ
牛に大根搾汁液の代わりに殺菌リン酸緩衝希釈液を加え穴場合の対照実験より得ら れたE.
 coltのコロニー数を100 ％として表わした数値である。
搾汁直後（放置時間O 分）の大根搾汁液においては,  E. coliの生存率は64％であったの
で，逆に殺菌率は36 ％となった。 また，この時の大根搾汁液の辛味量は,   TMBI 濃度 にし
てO。22mM であった。大根搾汁液も室温に放置すると,   TMBI 濃度が減少するとともに
汚染ガキの五ン ぷ の生存率は上昇していった。すなわち，殺菌力の低下が認められた。
4. 考　　　 察
大根辛味の主成分はトランスー4 －メチ ルチ オー3 －ブテニ ルイソチオシアナート
（TMBI ）であ 吠O）この物質は，大根をすりおろしたり，組織を破壊することによって生






















牛が最も高い比率 巾.6 ％）でこの大腸毎によって汚染されている事実を報告しか。 また
小久保ら23）は，主として東京都中央卸市場に入荷した生 が毎の大腸菌汚染状況をEC テス
トによりチェックし，分離された大腸毎については，エンテロトキシン産生能の有無を調


































































2. Sterilizing effect of radish juice on contaminated oyster with E. coli
Content o討fa耶－4－methylthio－3－butenyl isothiocyanate (TMBI)at regular intervalsSurvival ratio of E. coli
Survival ratio ( ％)＝
the number of colonies formed from contaminated oyster treated with












先ず,   AI の殺菌効果の有物性を検討した。イソチオシアナート類は，一般に揮発性が
強く， また水の中では不安定であるので17）経時的にAl 含量を測定すると同時に 汚染ガ
キヘの殺菌効力 を調べた。 AIは油溶性成分であるので，溶解性を高めるために界面活性
剤であるTween 80 を利用し，また短時問におけるAI 濃度の顕著な変化を生じさせるた
めにAI 試料溶液については連続的に接伴し続けた。 FigバLの（A ）から明らかなようにAI
濃度は，調製直後,   30分後，60分後および90分後において，それぞれ5.6mM,    4.1mM,1.5mM
および0.5mM を示しか。これらのAI 濃度の異なる試料溶液を用いて汚染が牛のE.
 coli生存率を測定したところ，Fig］ の（B ）に示されるように 調製直後のAI 溶液（AI
濃度5.6mM ）においては生存率が22％とかっか。従って殺菌率は78 ％となる。また, 30 分，60
分と放置時間が経過すると，試料溶液中のAI 含量が低下するために その殺荷効果も














た。 Fig。2の（A ）（B ）に示されるように 大根搾汁液においても，搾汁直後のシュー
ズを使用し万場合には殺菌率36 ％程度の殺菌効果を示しか。また，この大根搾汁液中のイ
ソチ オシアナートも，揮発性が強《 水中で不安定である ので于'）時間の経 過とともにTMBI
濃度も減少し，その殺菌効果も低下していった。なお，本有験に用いた大根の搾汁
液には,   0.2mM 程度の低い含量のTMBI が含まれていたが，著者らがこれまでに定量し











先ず,   Escherichia colバこて汚染させた生ガキに対するアリルイソチオシアナート（AI）
の殺菌効果を調べたところ,   AI 濃度5.6mM,    4.1mM,    1.5mM およびO。5mM において，
殺菌率は，それぞれ78 ％,   55％,   28％およびO ％であった。
次に 市販大根より搾汁液を調製し，汚染生ガキに対する殺菌効果 をヽ経時的に測定した。
また同時に，搾汁液中の辛味成分（TMBI ）の定量も行った。その結果，新鮮な大根搾汁
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